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あなたの周りでは
「男女共同参画」が進んでいますか
変わる意識・政策、
変わらない人権の基盤
田端和彦さん（兵庫大学生涯福祉学部教授）

ＤＶ被害者を支援するために必要なこと
ＮＰＯ法人全国女性シェルターネット

一人親も働きやすい
「自由出勤制度」を導入
株式会社エス・アイ（姫路市）

育児との両立をめざす起業ママを応援
ＮＰＯ法人神戸ベイビーカフェ（神戸市灘区）

ふれあいサロン

情報ぷらざ

1949（昭和24）年6月1日に人権擁護委員法が
制定されたのを記念し、全国人権擁護委員連合
会が制定。「特設人権相談日」として全国一斉に
相談所を開設するなど、全国的な活動を展開しま
す。詳しくは8ページ「情報ぷらざ」を参照。

6月1日 人権擁護委員の日

ひろげよう こころのネットワーク
兵庫県人権啓発活動
シンボルマーク

兵庫県・（公財）兵庫県人権啓発協会
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男
女
共
同
参
画

特集

兵
庫
県
で
は
、
み
ん
な
が
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
職
場
、
家
庭
、
地
域
で
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
男
女
が
力
を
合
わ
せ
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
そ
の
個
性
や
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
何
を
す
べ
き
か
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「男女共同参画」が提唱されて久しいですが、社会や職場、家庭などで十分に推
進されているのでしょうか。内閣府の「平成 24 年度男女共同参画社会に関する
世論調査」からは、男女共同参画の実情が垣間見えます。

Ｑ１では、性別を意識せずに職業選択をした人の割合が高いですが、Q2においては、
社会全体では男性の方が優遇されていると感じている人の割合が高くなります。ま
た、Q3では、職場や社会通念・慣習・しきたりなどの分野で、平等と感じていない
人が多いことがわかります。これらのことから、社会における「男女共同参画」をそ
れぞれの個性や能力に応じて推進していく必要があると考えられます。

学校教育の場

家庭生活

法律や制度の上

職場

政治の場

67.0%
0 （％）10 20 30 40 50 60 70 80

52.1%

47.0%

45.4%

28.5%

21.4%

18.6%

自治会やNPOなどの
地域活動の場

社会通念・慣習・
しきたりなど

●「平等」と答えた人の割合

平成24年度男女共同参画社会に関する世論調査（内閣府）より
有効回収数（率）3,033人（60.7％）

男性の方が
優遇されている
69.8％

性別を
意識して
選択した
27.6％

平等
24.6％性別を

意識せずに
選択した
70.0％

女性の方が
優遇されている 
3.8％

わからない 1.8％わからない
2.4％

Q3

Q2Q1

それぞれの分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

社会全体において
男女の地位は平等に
なっていると思いますか。

進路や職業を
選択する際に、
性別を意識しましたか。

地域 職場 家庭あなたの周りでは
「男女共同参画」が進んでいますか
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メッセージ

特集 男女共同参画

　
19
・
５
％
と
24
・
６
％
。
こ
の
数
値
は

平
成
14
年
度
と
24
年
度
の
内
閣
府
「
男
女

共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で

の
「
社
会
全
体
に
お
け
る
男
女
の
地
位
の

平
等
感
」
を
感
じ
る
割
合
で
す
。
平
等
感

は
10
年
間
で
５
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
で
す
。

こ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
社
会
意
識
の
変
化

は
、
世
代
の
交
代
が
主
な
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
を
含
む
昭
和
48
年
〜
57
年
生
ま

れ
の
平
等
意
識
は
22
・
０
％
（
14
年
度
）

か
ら
21
・
８
％
（
24
年
度
）
と
10
年
間
で

変
わ
ら
ず
、
つ
ま
り
同
一
の
世
代
の
変
化

に
限
界
も
あ
り
、
結
局
、
平
等
意
識
を
持
っ

た
新
た
な
世
代
が
登
場
し
、
こ
れ
ま
で
の

世
代
と
入
れ
替
わ
る
こ
と
で
社
会
意
識
は

変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
社
会
意
識
の
変
化
に
は
、
政
策
の

影
響
も
あ
り
ま
す
。
内
閣
府
の
男
女
共
同

参
画
に
関
わ
る
意
識
調
査
で
は
、
職
場
で

の
平
等
感
は
昭
和
62
年
で
10
・
8
％
、
平

成
４
年
で
21
・
９
％
、
24
年
で
は
28
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
5
年
間
で
11

ポ
イ
ン
ト
の
変
化
、
し
か
し
平
成
４
年
か

ら
は
20
年
間
で
７
ポ
イ
ン
ト
し
か
変
化
し

て
い
ま
せ
ん
。
高
度
成
長
期
、
職
場
で
は

男
性
が
優
位
で
し
た
が
、
昭
和
61
年
の
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
の
影
響
が
大

き
く
、
急
速
に
そ
の
意
識
が
変
化
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
施
策
に
よ
り
意
識
の
変
化
を
も
た
ら
す

と
の
視
点
か
ら
、
家
庭
生
活
で
の
平
等
感
を

み
る
と
、
平
成
４
年
の
35
・
２
％
か
ら
、
14

年
に
40
・
４
％
、
24
年
に
47
・
０
％
と
過
去

20
年
間
で
、
他
の
場
面
よ
り
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
思
う

に
、
こ
の
理
由
に
は
男
女
共
同
参
画
と
少
子

化
対
策
と
の
連
動
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
11
年
に
少
子
化
対
策
の
具
体
的
実

施
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
新
エ
ン
ゼ

ル
プ
ラ
ン
」
で
男
女
の
働
き
方
に
つ
い
て

触
れ
て
お
り
、
同
年
制
定
の
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
」
で
は
少
子
化
の
問
題

に
触
れ
て
い
ま
す
。
産
業
構
造
の
変
化
を

踏
ま
え
て
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
、

就
業
の
場
の
意
識
を
変
え
た
の
と
同
様
、

家
族
構
造
の
変
化
に
係
る
少
子
化
対
策
が

家
庭
で
の
意
識
変
化
に
関
わ
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
の
基
盤
は
、

憲
法
第
13
条
に
あ
る
「
す
べ
て
国
民
は
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
…
」、
第
14
条
の

「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
、
…
差
別
さ
れ
な
い
」、
そ
し
て
第
24
条

「
…
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質

的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
個
人
の
尊
厳
と
法

の
下
の
平
等
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
権
の
基
盤
で
す
。

　
そ
し
て
、
社
会
の
変
化
と
そ
れ
に
よ
る

政
策
が
あ
っ
て
も
、
人
権
と
い
う
基
盤
は

変
わ
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
次
代

に
繋つ

な

げ
る
こ
と
が
、
世
代
を
重
ね
男
女
共

同
参
画
の
意
識
を
着
実
に
変
化
さ
せ
る
原

動
力
に
な
り
ま
す
。

変わる意識・政策、
変わらない人権の基盤

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、三
重
県
生
ま
れ
。

広
島
大
学
大
学
院
生
物
圏
科
学
研
究
科
修
了
後
、
広
島
大
学

助
手
を
経
て
、１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
に
兵
庫
大
学
講
師
に
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
か
ら
現
職
。
県
男
女
共
同
参
画
審

議
会
の
委
員
も
同
年
か
ら
務
め
て
い
る
。

田
た
端
ばた
　和

かず
彦
ひこ
 さん（兵庫大学生涯福祉学部教授）
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Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
に
尽
力

　
Ｄ
Ｖ
に
遭
っ
た
女
性
を
保
護
す
る
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

は
全
国
に
１
０
０
カ
所
近
く
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
を

ま
と
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
現
在
、
68
団
体
・
施

設
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
の
設
立
以
来
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
力
を
生
か
し
て
Ｄ
Ｖ
防
止
法
制
定
運
動
を
展
開

し
、
2
度
の
法
改
正
に
貢
献
。
地
域
の
女
性
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
相
談
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
て
も
暴
力
は

犯
罪
で
す
。
女
性
の
尊
厳
を
守
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
ま
す
」
と
共
同
代
表
の
近
藤
恵
子
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　

被
害
者
の
中
に

は
、
Ｄ
Ｖ
の
原
因

が
自
分
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考

え
る
人
や
、
私
さ

え
我
慢
す
れ
ば
と

思
う
人
も
い
ま
す
。

「
相
談
か
ら
シ
ェ
ル

タ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
生
活
再
建
へ
と
、
被
害
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要
で
す
」
と
近
藤
さ
ん
。

　
ま
た
、
全
国
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
退

所
し
た
女
性
に
対
す
る
生
活
支
援
や
就
労
支
援
、
子

ど
も
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス

（
中
間
的
支
援
）
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ケ
ア
も
重
要

 　
「
Ｄ
Ｖ
の
直
接
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
被
害
に
巻

き
込
ま
れ
た
子
ど
も
の
ケ
ア
も
大
切
」
と
近
藤
さ
ん
は

言
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
中
に
は
被
害
に
遭
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
Ｄ
Ｖ
家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
P
T
S
D
と
い
う
後
遺
症
を
抱
え
た
ま
ま
、
生
き

る
こ
と
自
体
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　
愛
情
表
現
や
異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在

り
方
、
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
回
復
支
援
な
ど
に

注
目
し
、「
暴
力
を
選
択
し
な
い
生
き
方
を
身
に
付
け

る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
す
」
と
、
加
害

者
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
予
防
教
育
の
充
実
を
訴
え
ま

す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト

県では配偶者からの暴力に関する相談を受け付けています。自分だけの力ではどうしても解
決の糸口が見出せない、誰に相談してよいか分からないという時は、一人で悩まずに気軽に
電話してください。相談料は無料、秘密は厳守します。

受付時間：毎日 9:00 ～ 21:00
受付時間：月曜～土曜9:30 ～12:00、13:00 ～16:30
　　　　　（祝休日、年末年始を除く）

TEL.078（732）7700
TEL.078（360）8551

配偶者からの暴力などに悩んでいる人は今すぐ電話を

県配偶者暴力相談支援センター
（県立女性家庭センター内）

県立男女共同参画センター・イーブン

共同代表の近藤さん



5

特集 男女共同参画

　
姫
路
市
に
あ
る
デ
ー
タ
入
力
・
加
工
会
社
、
㈱
エ
ス
・

ア
イ
は
従
業
員
67
人
の
う
ち
約
９
割
が
女
性
で
、
一
人

親
家
庭
の
母
親
も
多
く
働
い
て
い
ま
す
。「
仕
事
と
は
家

庭
を
守
る
た
め
に
あ
る
も
の
」
と
、
代
表
取
締
役
社
長

の
今
本
茂
男
さ
ん
は
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
の
創
業

当
初
か
ら
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
提
唱
。「
残
業
ゼ
ロ
」

や
「
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
制
度
」
な
ど
数
々
の
取
り
組
み
を

実
施
し
、そ
の
最
た
る
も
の
が
「
自
由
出
勤
制
度
」
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
正
社
員
と
パ
ー
ト
の
区
別
な
く
、
同
一

労
働
・
同
一
賃
金
制
度
の
下
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で
自
由
に
出
退
勤
を
繰
り
返
せ
る
と
い
う
も
の
。

例
え
ば
、
子
ど
も
の
学
校
の
懇
談
会
や
習
い
ご
と
の
送

り
迎
え
の
た
め
に
い
っ
た
ん
仕
事
を
抜
け
、
用
が
済
め

ば
戻
る
と
い
う
使
い
方
が
で
き
ま
す
。「
従
業
員
は
制
度

を
フ
ル
に
活
用
し
、
学
校
行
事
や
家
事
、
介
護
な
ど
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
私
用
で
職
場
を
離
れ
る
分
し
っ
か

り
頑
張
ろ
う
と
、
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
へ
の
集
中
力
は

よ
り
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
今
本
さ
ん
。

　
常
務
取
締
役
の
家
永
雅
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
小
さ

か
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
制
度
の
お
か
げ
で
子
育
て
や
家
事

に
時
間
を
割
け
、
仕
事
も
打
ち
込
め
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

同
社
は
自
由
出
勤
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
度
の
「
は※
１

た
ら
く

母
子
家
庭
応
援
企
業
表
彰
」
を
受
け
た
ほ
か
、
今
年
3

月
に
は
経
済
産
業
省
の
「
ダ※
２

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業

1
0
0
選
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
障
害
の
あ

る
人
も
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
く
そ
う
で
す
。「
働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
れ
ば
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
り
や
す

い
。
ひ
い
て
は
そ
れ
が
会
社
の
業
績
の
向
上
に
結
び
付

き
ま
す
」
と
今
本
さ
ん
。
誰
も
が
能
力
を
存
分
に
発
揮

で
き
る
職
場
づ
く
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
親
も
働
き
や
す
い「
自
由
出
勤
制
度
」を
導
入

株
式
会
社
エ
ス
・
ア
イ
（
姫
路
市
）

黙々と入力作業に打ち込む従業員。端末の起動時
に IDとパスワードを入力することで自動的に出退
勤が記録されます

家永さんの背後には「仕事と家庭の両立は各自 自覚を持って管理しよう」の
スローガンが掲示されています

株式会社エス・アイ
姫路市石倉 26-3
TEL 079（269）0251
FAX 079（269）1288
エス・アイ 検索

※
１ 

厚
生
労
働
省
が
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
度
に
制
定
。
母
子
家
庭
の
母
を

積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
企
業
を
評
価
し
、
表
彰
す
る
も
の
。

※
２ 

経
済
産
業
省
が
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

生
産
性
向
上
等
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
。



　
「
子
育
て
を
し
な
が
ら
自
分
ら
し
く
働
き
た
い
」
と

い
う
マ
マ
起
業
家
〝
マ
マ
プ
ロ
〞
を
応
援
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
の
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
ベ
イ
ビ
ー
カ

フ
ェ
で
す
。

　
「
資
格
や
技
術
を
持
っ
た
マ
マ
、
ま
た
マ
マ
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
人
と
い
う
意
味
で
す
」
と
マ

マ
プ
ロ
の
由
来
を
語
る
の
は
、
理
事
長

の
榎え

の

本も
と

紘ひ
ろ

子こ

さ
ん
。
榎
本
さ
ん
が

ベ
イ
ビ
ー
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ

た
の
は
2
0
1
0
（
平
成
22
）

年
。
出
産
後
、
育
児
に
追
わ

れ
る
中
、フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
仕
事
が
思
う
よ
う
に
で

き
ず
、
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
自
分
の
特

技
を
生
か
し
た
仕
事
を

し
、
地
域
で
活
躍
し
て

い
る
マ
マ
た
ち
に
出
会

い
、励
ま
さ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

　

現
在
、
会
員
登
録
し
て
い

る
マ
マ
プ
ロ
は
神
戸
、
阪
神
間

を
中
心
に
約
１
８
０
人
。
メ
ー
ン

の
活
動
は
月
１
回
の
〝
マ
マ
プ
ロ
会
〞。

会
員
同
士
の
交
流
を
兼
ね
た
勉
強
会
で
、

毎
回
講
師
を
招
い
て
事
業
計
画
や
販
促
Ｐ
Ｒ
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。「
活
動
を

通
し
て
、
起
業
や
再
就
職
を
し
た
い
、
資
格
を
取
得
し

た
い
と
い
う
マ
マ
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と

副
理
事
長
の
横
田
真
由
美
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
榎
本
さ
ん
が
3
年
前
に
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
ｏ
ｍ

ｅ 

Ｏ
ｎ
!
― 

か
も
ん 

―
」
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の

目
的
に
賛
同
し
た
仲
間
が
集
結
。「
育
児
を
ラ
ク
に
し

た
い
」「
育
児
を
一
緒
に
楽
し
み
た
い
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
マ
マ
た
ち
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
妊
娠
中
の
〝
プ
レ
マ
マ
〞
向
け
の
情
報
も

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
理
事
の
カ
ー
亜
樹
さ
ん
。

　
会
員
の
一
人
、
コ
ー
チ
ン
グ
オ
フ
ィ

ス
を
主
宰
す
る
黒
田
晴
美
さ
ん
は

「
産
後
の
育
児
疲
れ
に
な
っ
て
か

ら
で
は
な
く
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

の
こ
ろ
か
ら
悩
み
を
打
ち
明
け

た
り
、情
報
を
交
換
し
た
り
と
、

マ
マ
同
士
が
気
軽
に
つ
な
が
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。

育児との両立をめざす起業ママを応援

前列右から横田さん、榎本さん、
カーさん、黒田さん
後列はママ講師のみなさん

ＮＰＯ法人神戸ベイビーカフェ（神戸市灘区）

ＮＰＯ法人神戸ベイビーカフェ
神戸市灘区八幡町 2-6-11
サン六甲303 
TEL 078（871）2100
info@kobe-babycafe.net

神戸ベイビーカフェ  ママネット 検索
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著
者
は
２
児
を
出
産
後
、
会
社
に
復
帰

し
た
も
の
の
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
の
難

し
さ
に
直
面
し
ま
す
。
仕
事
の
結
果
が
な

か
な
か
出
せ
な
い
こ
と
に
焦
り
、
ふ
と
浮

か
ん
だ
「
私
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る

ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
。
そ
し
て
、「
豊

か
な
は
ず
の
日
本
で
、
親
か
ら
も
社
会
か

ら
も
守
ら
れ
ず
に
生
き
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
…
!
」
と
い
う
問
題
を
知
り
ま

す
。

　
何
も
知
ら
ず
に
児
童
福
祉
の
世
界
に
飛

び
込
み
、
社
会
起
業
家
と
し
て
の
活
動
を

開
始
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
ス

マ
イ
ル
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
多
く
の
人
と

企
業
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
児
童
養
護
施

設
か
ら
社
会
へ
巣
立
つ
青
年
た
ち
の
支
援

に
ま
い
進
し
て
き
た
筆
者
の
熱
意
や
愛
情

に
あ
ふ
れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

き
ず
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〜
お
す
す
め
の
一
冊
〜

で
き
る
か
も
。

働
く
母
の〝
笑
顔
が
つ
な
が
る
〞

社
会
起
業
ス
ト
ー
リ
ー

林
恵
子
著（
英
治
出
版
）

特集 男女共同参画



忘れない 3.11
被災地のいま
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クロスワードを解いて、A～Mの文字を順番に並べると、
何という言葉になるでしょう？

●坂本ユミ子さんの詩「電車の中で」を読ん
で、心の通い合う、温かい雰囲気に包まれま
した。支え合い、理解し合った社会の縮図に
思えてなりませんでした。互いの違いを認
め合う社会の構築が大切であることをこの
詩によって感じることができました。
　（小野市・田中益雄さん）

●いつも職場で読んでいます。「人権」とい
う言葉だけ聞くと、難しく考えがちですが、
「きずな」を読ませていただくと身近に感
じることができて参考になります。
　（姫路市・ノンコさん）

●幼老複合型「うぃず」の取り組みは、単に地
域のつながりを深めるだけでなく、地域力
の向上に一役買っていると思います。
　（明石市・坂本昌一郎さん）

「読者からのお便り」の投稿掲載者（8月号に掲載）とクロスワードの正解者（抽選で10
人）にメモクリップをプレゼント。本誌「きずな」へのご意見やご感想、人々との触れ合い
を通した心温まるエピソードなどを募集しています。どしどしご投稿、ご応募ください。 
※投稿はペンネームの使用も可能です ※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます

※投稿者と応募者の個人情報は適切に管理し、誌面づくり以外の目的には利用しません

■応募方法・締め切り
はがきかファクス、メールで受け付け。クロスワードの答え、郵便番号・住所、名前（ペン
ネームを使用する場合も要併記）、電話番号、年齢、職業、本誌へのご意見・ご感想を書い
てください。7月3日（水）締め切り（必着）
■応募先
〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15 県立のじぎく会館内
（公財）兵庫県人権啓発協会「きずな編集室」
TEL 078（242）5355  FAX 078（242）5360 info＠hyogo-jinken.or.jp

最近は夫が立ち合うことも増えてきています
気持ちを引き締めまじめな態度になるときに正すもの
「早起きは三文の○○」
物事の決まりやけじめ。「○○○正しい人」
「袖振り合うも○○○○○○○」
両者の力量が同じぐらいで優劣の差が無いこと
火が出ることもあれば泥を塗ることもある
就学前の子どもを預かってくれる所

1
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6
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8
10
11

1
5
6
8
9
10
12
13

〈4月号の答え〉ジブンラシクイキル

「きずな」のバックナンバーは、当協会または各市町
の人権啓発担当部署にお尋ねください。

お便り掲載者 クロスワード正解者（抽選）

危機的な状況から身を守るための一時的な避難所
立てば芍薬、座れば牡丹、では歩く姿は何の花？
ふるさとへ「○○帰り」
表現されたとおりの意味。
「相手の言葉を○○○○○○○に受け取る」
取り立てて良いところ。誰でも持っています
城とその周りの外囲い
県中南部、加古川の中流域の市。そろばんが有名
ボキャブラリー。「○○の豊かな人」
思い通りに使いこなすこと

読者からのお便り

メモクリップをプレゼント！
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4 月からきずなの編集担当になりました。全く新しい仕事に「自分にできるのだろうか」
というのが正直な気持ちです。先日、取材先で聞いた「人の表情が笑顔に変わる瞬間が好
き」という言葉が印象に残りました。私も本誌を通して、より多くの方が笑顔で過ごせる
まちづくりに貢献できればと思います。人と人とのつながりを大切にした誌面づくりを心
掛けたいと考えています。よろしくお願いいたします。（小池）

ハーフ
タイム

イベントガイド

さまざまな人権に
関する相談に
人権擁護委員が対応します

6月22日は「らい予防法による被害者の
名誉回復及び追悼の日」です

人権擁護委員は法務大臣から委嘱された民
間ボランティアで、全国すべての市町村にい
ます。〝あなたの街の身近な相談パートナー〞
として、法務局の常設人権相談所や専用相
談電話「子どもの人権110番」（ 0120-
007-110）、「女性の人権ホットライン」
（TEL 0570-070-810）などで、さまざまな
人権に関する相談に応じています。相談は無
料で、難しい手続きも不要。秘密は厳守しま
す。

ハンセン病の患者・元患者の名誉回復を目的に2009（平成
21）年、「ハンセン病療養所入所者等に対する補償金の支給等
に関する法律」が施行された6月22日に制定されました。兵庫
県と当協会でも、これまで
にハンセン病記録集「鐘は
あしたの空に（Ⅰ・Ⅱ）」を発行
するなど、ハンセン病を正し
く理解し、回復者やその家
族に対する偏見・差別の解
消、療養所入所者の社会復
帰の促進に向けた取り組み
を進めています。

神戸地方法務局・兵庫県人権擁護委員連合会

全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間

人権擁護委員・法務局職員が「いじめ」や児童虐待など、子どもに関するさまざまな人権
問題について電話相談を受け付けます。秘密は厳守します。
●期間／6月24日（月）～28日（金）8:30～19:00、29日（土）・30日（日）10:00～17:00
●相談電話番号／ 0120（007）110（全国通話無料）

姫路市人権学習地域講座

●日時／①6月7日（金）②6月19日（水）14:00～16:00 
●場所／①西市民センター②姫路市文化センター小ホール  ※JR・山陽電鉄「姫路」駅から神

姫バス①「余部駅前」下車、徒歩約5分②「文化センター前」下車すぐ
●テーマ・講師／①「性同一性障害の正しい理解を求めて」長畑忠史さん（元姫路市人権・

同和教育研究協議会会長）②「メディア社会を生きる力～人権の視点から」西村
寿子さん（FCTメディア・リテラシー研究所所長）

●問い合わせ／姫路市人権啓発センター　TEL 079（282）9801

小野市男女共同参画センター
講演会

●日時／6月16日（日）14:30～ ※定員150人（先着順）、託児あり（要予約）
●場所／小野市うるおい交流館エクラ  ※神戸電鉄「小野」駅かららんらんバス「エクラ」下車すぐ
●演題・講師／「変わる家族のカタチ～これからの『育児』や『介護』を考える～」渥美由喜

さん（厚生労働省政策評価に関する有識者会議委員）
●問い合わせ／小野市男女共同参画センター　TEL 0794（62）6765

加古川市
明日をひらく人権のつどい

●日時／6月23日（日）14:00～16:00
●場所／加古川市民会館  ※JR「加古川」駅から神姫バス「市役所前」下車すぐ
●内容／講演「わかちあう心 繋がるいのち」岩崎順子さん（和歌山県人権啓発センター登録講師）
●問い合わせ／加古川市人権施策推進課　TEL 079（427）9356

  

さまざまな人権に

2013（平成25）年6月発行

（公財）兵庫県人権啓発協会　〒650-0003　神戸市中央区山本通4-22-15　県立のじぎく会館内
　　　　　　　　　　　　　TEL 078（242）5355　FAX 078（242）5360　 info＠hyogo-jinken.or.jp
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